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24　『日本近代文学大系
 第
17巻
 与謝野晶子
 若山牧水
 窪田空穂集』 （昭和
四六年二月、角川書店）25　『山村暮鳥全集
 第一巻』 （平成元年六月、筑摩書房） 、 『山村暮鳥全集
 
第二巻』 （平成元年七月、筑摩書房）を対象に調査したことに基づく。
［付記］山村暮鳥詩「りんご」本文の引用は、 『山村暮鳥全集
 第一巻』 （平
成元年六月、 筑摩書房）による。それ以外の文学作品の本文は、 『明治文学全集』 （昭和四〇年九月〜平成元年二月、筑摩書房）より引用し、そこに記載されていない文学作品の本文は、 『日本近代文学大系』 （昭和四四 一〇月〜昭和五〇年九月、角川書店） 『日本の詩歌
 
12 木下杢太郎
 日夏耿之介
 野口米次郎
 西脇順三郎』 （昭和
四四年四月、中央公論社）より引用した。引用する際に、旧字体は新字体に改め、原則としてルビは省いた。
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筑摩書房）と『日本近代文学大系
 別巻
 総索引』 （昭和五〇年九月、角川
書店）を用いた。11　
各用例の初出は、判明したもののみを記した。
12　『日本近代文学大系
 第
16巻
 正岡子規集』 （昭和四七年一二月、 角川書店）
13　
河井醉茗「林檎を植うる歌」には「林檎 木」 「りんごの木」も描かれ
ている。14　
明治三四年を意味する。
15　『日本近代文学大系
 第
56巻
 近代俳句集』 （昭和四九年五月、角川書店）
16　『日本近代文学大系
 第
55巻
 近代短歌集』 （昭和四八年 月、角川書店）
17　『日本近代文学大系
 第
28巻
 北原白秋集』 （昭和四五年四月、角川書店）
18　
注
16に同じ。
19　
注
16に同じ。
20　
注
17に同じ。
21　『日本近代文学大系
 第
15巻
 藤村詩集』 （昭和四六年一二月、角川書店）
22　「初恋」は、第三連において官能性が表出する。そして、第四連においては「林檎畠の樹の下に／おのづからなる細道は／誰が踏みそめしかたみぞと／問ひたまうこそこひしけれ」という、女が男の恋心を刺激し挑発する様子が描かれる。 第三連以降におけるリンゴ表象には、単に恋愛のときめきというだけではなく、旧約聖書においてアダムとイブがエデンの園で食べた される禁断の知恵の木の実リンゴが色濃く投影しているものと考えられ、罪と表裏一体 ものと て存在する。
23　
注
17に同じ。
が記されている。
６
　
注５に挙げた文献では、東北や北海道がリンゴの生産地となったのは
一九世紀末と
７
　
注５に挙げた文献による。この文献には以下のようにある。　　
事実、 井伏鱒二のエッセイ 『雞肋集』 （昭和一一 〈一九三六〉 年） にも、
明治三六 （一九〇三） 年の数年前のこととして、 次のような話が見える。
　
父は東京で流行するものをすべて尊重してゐたやうである。
東京で林檎を食べることが流行してゐるのを新聞か雑誌で見ると、さつそく郵便で林檎を売る店を問ひあはして東京に註文した。木箱に入れた林檎が送られて来て、私もそのとき初めて林檎といふものを食べること できた。
　　
この頃の果物の生産量を見てみると、柿が全体の三分の一を占め
ており、次いで蜜柑が二割、りんごはわずか六パーセントであった。
８
　
注５に挙げた文献による。
９
　
以上の記述は、注５に挙げた文献以外に、 『世界大百科事典
 
29』 （昭和
六三年四月、平凡社、谷口幸男項目執筆） 、 『日本大百科全書
 
24』 （昭和
六三年一一月、小学館、湯浅浩史項目執筆） 、 『ブリタニカ国際大百科事典
 
19』平成一〇年一〇月、ティビーエス・ブリタニカ、湯浅浩史項目執
筆）を参照した。10　
大正一三年五月に発表された暮鳥詩「りんご」 先行するリンゴ表象
を調査するにあたり、文学作品として評価され流通しているものを対象にしたいと考えた め 『明治文学全集
 別巻
 総索引』 （平成元年二月、
440
　
本稿では、紙幅の都合により、山村暮鳥の詩「りんご」の先行作
品におけるリンゴ表象を調査・分析し、詩「りんご」における言葉の仕組みを考慮しながらその結果を取捨選択し、詩「りんご」の解釈に導入した。しか 、山村暮鳥はこの詩「りんご」以外にもリンゴにまつわる詩を三○編以上詠んでい
る
25。作者山村暮鳥というコン
テクストにおいて、リンゴ表象は、記号表現に対する記号内容が通常の範疇を超えて特異なものとなっている場合が多く見受けられる。こうした暮鳥詩における を射程に入れた場合、 詩んご」の解釈がどのよう 広がり、どのように確定される か、に関しては次稿で追究したいと考えている。　　　　　　　　　　　　注１
　「はじめての詩・詩四編
　
教材の研究」 （ 『中学校国語学習指導書１』平
成二四年二月、光村図書出版）
２
　
難波博孝 「多様な解釈を保証する教材分析―詩 「りんご」 の場合―」 （ 『国
語科教育』第 一集、平成六年三月）
３
　
注２に同じ。
４
　
難波氏は、注２に挙げた論文において、時に作者の意図を探ろうとす
るが、本稿では作者をいったんは切り離した上で詩の言葉を分析することとする。
５
　
塚谷裕一『果物の文学誌』 （平成七年一〇月、朝日新聞社）には、明治
七年に明治政府 苗をアメリカ、フランスから輸入したことに始まる旨
浴びているのとは違って、悲しみに満ちている。
　
以上のように、山村暮鳥の詩「りんご」に先行する文学作品にお
けるリンゴ表象を、詩「りんご」の言葉の仕組みに則して、人間の精神や感受性、感覚に働きかけるものか否かを基準に取捨選択して、詩「りんご」に導入してきた。これは、こ 詩「りんご」に出てくる「林檎」がどのようなものなの 、という〈空白〉を埋めるための作業であった。こ 詩「りんご」には、 五つの〈空白〉―「両手を」 「ひろげ」てい 主体は誰か、 「こ 気持 とはどのような気持ちか、 「ころがつてゐ 」 「林檎」はどのように捉えられる 、 「この気 」と「林檎が一つ／日あたりにころがつ ゐる」様子 どように繋がる 林檎」とはどのようなもの ―が見受けら るが、最大 〈空白〉は、 「林檎」に対するイメージである。し も、リンゴは現代 おいては日常のありふれた一景物に り果てているため、 「林檎」のイメージを膨らませることに繋がるリンゴ表象を、詩「りんご」の先行作品 ら探す と 求められ 。なぜならリンゴ表象の種類が多くなれば多くなるほど、詩「りんご の解釈可能性の豊饒さに繋 るからである。しかし、広がった裾野は絞り込む必要がある。そ 際に 、詩「りんご」の言葉の仕組みに則ことが要求されるため、動作主体の「この気持 と 一つ／日あたりにころがつてゐ 」様子 おける相同性という解釈可能性を鑑み、人間の内面に何らかの形で関与してくるリンゴ表象に絞る必要が生じるのである。
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②
　
私以外の誰かが、私の喜びを抱えようとするが、抱えきれな
い。私の気持ちは、精神的な浄化作用をもつ林檎が日の光を浴びて るのと同じように、悲しみを克服して輝いている。
③
　
私は、この喜びを抱えきれない。私の気持ちは、精神的な浄
化作用をもつ林檎であっても、一つ寂 そうに転がって るのとは違って、悲しみを克服し 輝いている。
④
　
私以外の誰かが、私の喜びを抱えようとするが、抱えきれ
ない。私の気持ちは 精神的な浄化作用をもつ林檎であっても、一つ寂しそうに転がっているのとは違って、悲しみを克服して輝いている。
⑤
　
私は、この悲しみを抱えきれない。私 気持ちは、精神的な
浄化作用をもつ林檎であっても、一つ寂 そうに転がって るのと同じように、悲しみに満ち いる。
⑥
　
私以外の誰かが、私の悲しみを抱えようとするが、抱えきれ
ない。私 気持ちは、精神的 浄化作用をもつ林檎であっても、一つ寂しそうに転がっているのと同じよ 、悲しみに満ちている。
⑦
　
私は、この悲しみを抱えきれない。私 気持ちは、精神的
浄化作用をもつ林檎が日 光を浴びているのとは違って、悲しみに満ちている。
⑧
　
私以外の誰かが、私の悲しみを抱えようとするが、抱えきれ
ない。私の気持 は、精神的 浄化作用をもつ林檎が日の光を
いるのと同じように、寂しさに満ちている。
⑦
　
私は、この寂しさを抱えきれない。私の気持ちは、さびしい
林檎が日の光を浴びているのとは違って、寂しさに満ちている。→この解釈は成立しない。
⑧
　
私以外の誰かが、私の寂しさを抱えようとするが、抱えきれ
ない。私の気持ちは、さびしい林檎が日の光を浴びているのとは違って、寂しさに満ちている。→この解釈は成立しない。
　
①②については、 「林檎」が日の光を浴びながらもさびしさを感
じさせるものとして表象されていると捉えたため、 「喜び」に満たされている主体と「さびしい林檎」に相同性を指摘することはできないと判断した。⑦⑧については、やはり、 「林檎」が日の光を浴びながらもさび さを感じさせるものとし 表象されていると捉えたため、 「寂し 」に満ちてい 主体 「さびしい林檎」に異質性を指摘することはできないと判断 た。　
第三に、マイナス要素を克服するリンゴ表象として、を取り上
げる。若山牧水の短歌「おとろへし…」では、生命力の衰え 起因する切なさを浄化させるもの し 「林檎 が機能し る。このリンゴ表象を詩「りんご」に導入すると、以下のような解釈に帰着すると考えられる。
①
　
私は、この喜びを抱えきれない。私の気持ちは、精神的な浄
化作用をもつ林檎が日の光を浴びているのと同じように、悲しみを克服して輝いている。
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ない。私の気持ちは、恋愛のときめきを感じさせる林檎が日の光を浴びているのとは違って、悲しみに満ちている。
　
第二に、マイナスイメージのリンゴ表象として、を取り上げる。
若山牧水の短歌「林檎林檎…」で描出されているさびしいものとしてのリンゴ表象を詩 りんご」に導入すると、以下のような解釈が考えられる。
①
　
私は、この喜びを抱えきれない。私の気持ちは、さびしい林
檎が日の光を浴びているのと同じように、輝いている。→この解釈は成立しない。
②
　
私以外の誰かが、私の喜びを抱えようとするが、抱えきれな
い。私の気持ちは、さびしい林檎が日の光を浴びているのと同じように、輝いている。→この解釈は成立しない。
③
　
私は、この喜びを抱えきれない。私の気持ちは、さびしい林
檎が一つ寂しそうに転がっているのとは違って、輝いて る。
④
　
私以外の誰かが、私の喜びを抱えようとするが、 きれな
い。私の気持ちは、さびしい林檎が一つ寂しそうに転 ってるのとは違って、輝いて る。
⑤
　
私はこの寂しさを抱えきれない。 の気持ちは、さびしい林
檎が一つ寂しそうに転 って るのと同じように、寂しさに満ちている。
⑥
　
私以外の誰かが、私の寂しさを抱えようとするが、
ない。私の気持ちは、さびしい林
めきを感じさせる林檎が日の光を浴びているのと同じように、輝いている。
②
　
私以外の誰かが、私の喜びを抱えようとするが、抱えきれな
い。私の気持ちは、恋愛のときめきを感じさせる林檎が日の光を浴びているのと同じように、輝いている。
③
　
私は、この喜びを抱えきれない。私の気持ちは、恋愛のとき
めきを感じさせるはず 林檎が一つ寂しそうに転 っているのとは違って、輝いている。
④
　
私以外の誰かが、私の喜びを抱えようとするが、抱えきれな
い。私の気持ちは、恋愛のときめきを感 させるはずの林檎が一つ寂しそうに転がっている 違って、輝いている。
⑤
　
私は、この悲しみを抱えきれない。私の気持ちは、恋愛のと
きめきを感じさせるはずの林檎が一つ寂しそうに転がってるのと同じように、悲しみに満ちている。
⑥
　
私以外の誰かが、私の悲しみを抱えようとするが、抱えきれ
ない。私の気持ちは、恋愛のときめきを感じさせるはず 林檎が一つ寂しそうに転がっている 同じように 悲しみに満ちている。
⑦
　
私は、この悲しみを抱えきれない。私 気持ちは、恋愛のと
きめきを感じさせる林檎が日の光を浴びて るのとは違って悲しみに満ちている。
⑧
　
私以外の誰かが、私の悲しみを抱えようとするが、抱えきれ
山村暮鳥詩「りんご」の教材研究⑴
443
抱えきれない。私の気持ちは、 （
　　　　
）林檎が一つ寂し
そうに転がって るのと同じように、 （－の気持ち）に満ちている。
⑦
　
私は、この（－の気持ち）を抱えきれない。私の気持ちは、
（
　　　　
）林檎が日の光を浴びているのとは違って、 （－の
気持ち）に満ちている。
⑧
　
私以外の誰かが、私の（－の気持ち）を抱えようとするが、
抱えきれない。私の気持ちは、 （
　　　　
）林檎が日の光を
浴びているのとは違って、 （－の気持ち）に満ちている。
　
実際に、二八例のリンゴ表象を導入して詩「りんご」の解釈を試
みた結果をすべて提示することは、紙幅の関係上、無理であるので、プラスイメージ・マイナスイメージのリンゴ表象として 恋愛のときめき・さびしいリンゴを導入した結果を提示する。そして、マイナス要素を克服するリンゴ表象として、精神の浄化作用をもたらすも を取り上げる。　
第一に、プラスイメージのリンゴ表象として、を取り上げる。
島崎藤村の詩「初恋」では、相愛の仲である男女が相手に手渡すものとして「林檎」が表象されている。つまり、このリンゴ表象は恋愛の最中である当事者の幸福感や胸のときめきとともにあるものと考えられるので、詩「りんご」に導入す と、以下のような解釈が可能である。
①
　
私は、この喜びを抱えきれない。私の気持ちは、恋愛のとき
るうちに抽出し得たのが、以下に示す、五つの〈空白〉に考慮した、解釈における枠組みである。 （
　　　
）に、リンゴ表象をそれぞれ
導入して詩「りんご」を解釈していくことになる。ただし、以下示す①〜⑧の枠組みは、あくまでも詩「りんご」を解釈する上での目安であり、すべてのリンゴ表象にそのまま用いることができ わけではないことを予め断っておく。
①
　
私は、この（＋の気持ち）を抱えきれない。私の気持ちは、
（
　　　　
）林檎が日の光を浴びているのと同じように、輝
いている。
②
　
私以外の誰かが、私の（＋の気持ち）を抱えようとするが、
抱えきれない。私の気持ちは、 （
　　　　
）林檎が日の光を
浴びているのと同じように、輝いている。
③
　
私は、この（＋の気持ち）を抱えきれない。私の気持ちは、
（
　　　　
）林檎が一つ寂しそうに転がっているのとは違っ
て、輝いている。
④
　
私以外の誰かが、私の（＋の気持ち）を抱えようとするが、
抱えきれない。私の気持ちは、
　（
　　　　
）林檎が一つ寂し
そうに転がって るのとは違って 輝
⑤
　
私はこの （－の気持ち） を抱えきれない。私の気持ちは、 （
　
　　
）林檎が一つ寂しそうに転がっているのと同じよう
に、 （－の気持ち）に満ちている。
⑥
　
私以外の誰かが、私の を抱えようとするが、
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「林檎」→どのような「林檎」か
　
これらの〈空白〉は、 どれか一つを埋めると連鎖的に他の〈空白〉
部分も限定されてくると考えられ、最終的に統合性の高いものをよりよい解釈として提示す ことができる。詩「りんご」では、 「両手を」広げている主体の抱 「この気持」が「日あたりにころがつてゐる」 「林檎」の様子と結びつくことも解釈可能性の一つとしてありうるため、人間の精神や感受性、感覚に関わってくるものとしてリンゴが表象されているものを選ばなければならない。そして、詩「りんご」では、 実が出てくるため、 リンゴの木の下葉、リンゴ畑、 ンゴの花 リンゴの林などは、ふさわしくない。これらを踏まえると、詩「りんご に導入しうるリンゴ表象は、前節で挙げた五二の用例におい は、⑵死の直前に食べたいもの ⑶
･ ⑷
母の愛情を感じさせ もの、⑸客人へのもてな 、表皮の色、〜朝 すがすがし を重ねたもの、〜リンゴ 香り、〜恋愛のときめき、リンゴの みに人間 悩みを重ねた 、精神の浄化作用をもたらすも 、人間の心 柔軟性を重ねたもの、落下するリンゴ、女性 身体 女性への強迫観念、リンゴ 実に太陽を重ねたもの、さびしいリンゴ、異国情緒を感じさせるもの、華やぎを感じさせる 青春性を感じ せるもの、性的欲求の高まりを伴う恋愛における情熱、 二八例と判断した。この用例におけるリンゴ表象を暮鳥詩「りんご」に導入した場合、解釈はどのようにな のか、を追究する。それ 試みてい
射ぬかれるリンゴ

　
湯谷紫苑
 詩「ウヰルヘルム、テル（病中未定稿） 」 （ 『女学雑
誌』明治二六年一月）　「
”さらば
テル
百の歩みを／いふからに今其業を／とくと
りね林檎をひとつ／一箭にて若し過てば／地にや落ちなん
“」
　「林檎」は、的として矢に射貫かれるものとして存在する。
　　　
五
　
詩「りんご」の分析再び
　
さて、これまで暮鳥詩「りんご」の先行作品におけるリンゴ表象
を検討してきた。こうしたリンゴ表象を一つひとつ詩「りんご」の解釈に導入することは、導入する根拠がない限り適切ではないと考える。有効なのは、当該の詩「りんご」を構成している言葉の仕組みに適合するリンゴ表象を選択して解釈に導入することである。まずはその前提として、詩「りんご」の言葉が有する〈空白〉を改めて確認しておくと以下のようになる　　
「両手を」 「ひろげ」ている主体→私か、他者か
　　
「この気持」→プラスの気持ちか、マイナスの気持ちか
　　
「ころがつてゐる 林檎」の捉え方→「日あたり」によるあたたかみか、 「一つ」 「ころがつてゐる」ことによる寂しさか
　　
「この気持」と「林檎が一つ／日あたりにころがつてゐる」の繋がり方→相同性による接近か、対比による異質性か
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一方、 「林檎つゆ」をリンゴの甘酸っぱい果汁と捉えるこ
ともできる。　
露と果汁のどちらを指すのかは判別しがたいが、 「林檎つ
ゆ」を、かつて若き日に流した涙に喩えているため、 「林檎」に青春性 感受し いることになる。しかし一方で、語り手はそのような自己を「わか 言」と相対化 うる能力も持ち合わせている。
性的欲求の高まりを伴う恋愛における情熱

　
上田敏訳／レミ・ドゥ・グルモン著
 詩「立木の物語」 （ 『朱欒』
大正二年一月、 『牧羊神』大正四年一〇月）　「林檎の木よ、発情期の圧迫で、身の内が熱つて重くなつた爛酔、情の実の房、粒の熟した葡萄の実、寛んだ帯の金具、花を飾つた酒樽、葡萄色の鉢 飲水場。　さも楽しさうな林檎の木よ、昔はおまへの香をかいで悦ん
だこともある、その時おまへの幹へ、牛が鼻先を擦つてゐた。　
花を飾つた酒樽、林檎の木よ、さも楽しさうな木、わたし
の悲しい心の悦。 」　
語り手がかつてその香りを嗅いだことがあるという「林檎
の木」は「発情期の圧迫で、 身の内が熱つて重くなつた爛酔」とも言い換えられて る。ゆえに、 「林檎」は、性的欲求高まりを伴う恋愛における情熱を意味すると考えられる。
おける「玉子」では異国情緒が感じられないため、西洋から渡来し旧約聖書等にも記述のある「林檎」を用 ていると考えられる。いわば、 「林檎」は大きくて異国情緒が感じられるものとして表象されている。
華やぎを感じさせるもの

　
若山牧水
 短歌「酔ひはてて…」 （ 『路上』明治四四年九月）
　「酔ひはてて小鳥のごとく少女等はかろく林檎を投げかはすなり」　「少女等」が投げかわすのにふさわしいものとして「林檎」がある。この「少女等」はすっかり酔いが回りながらも「小鳥」のように軽やかに賑やかに振 舞う。そのため、 「林檎」もそのような「少女等」 見合う、かわいらしく華やぎを感じさせるものとして表象されていると考えられる
青春性を感じさせるもの

　
若山牧水
 短歌「この林檎…」 （ 『別離』明治四三年四月）
　「この林檎つゆしたたらばありし日のなみだに似むと かき言いふ」　森脇一夫氏は、 「 「この林檎つゆしたたらば」はこの林檎に
やどった露がしずくになって落ちるなら
ば
24。 」と注をつけて
いる。
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さびしいリンゴ

　
若山牧水
 短歌「林檎林檎…」 （ 『死か芸術か』大正元年九月）
　「林檎林檎さびしき人のすむ部屋にやるせなげにも置かれし林檎」　人が保有するさびしさと「林檎」に感受できる「やるせな」
さ、すなわちさびしさ、切なさなどが交響している。ゆえに、この「林檎」は、 い「林檎」と言える。
異国情緒を感じさせるもの

　
北原白秋
 詩「邪宗門秘曲」 （ 『中央公論』明治四一年九月、 『邪
宗門』明治四二年三月）　「目見青きドミニカびとは陀羅尼誦し夢にも語る、／禁制の宗門神を、あるはまた、血に染む聖磔 ／芥子粒を のごとく見すといふ欺罔の器、／波羅磯葦僧の空をも覗く伸び縮む奇なる眼鏡を。 」　河村政敏氏は、 「 『切支丹宗門来朝実記』に、伴天連オルガ
ンチノが織田信長に謁見したときの献上品として 「第一に七十五里を一目に見る遠目鏡、第二は芥子を玉子の如く見する近眼鏡」と記録されているのに拠ったのであろ
う
23。 」と補
注をつけている。これを踏まえ と、 「芥子粒」という極小なもの 「林檎」のように拡大して せるというように 顕微鏡の機能について述べていること なる。ただし、典拠
女性への強迫観念

　
島崎藤村
 小説「家」 （明治四四年一一月）
　「―多くは、素足で―火傷でもしさうな、恐しい勢で。昨夜なぞは、林檎畠のやうなところへ追詰められて、樹と樹の間へ私の身体が挟つて、奈何にも逃げ場を失つて了つた……もうすこしで其奴に捕まるか知らん……と思つたら目が覚めました。汗はビツシヨリ……」　これは、三吉が姉に話した、三吉が見て困っている夢の内
容である。三吉は知ら い「女」に「林檎畑」に追い詰められて万事休すというべき状況に直面する。ここから、 「林檎畠」は、女性に対する強迫観念 表象として機能していると考えられる。
リンゴの実に太陽を重ねたもの

　
金子薫園
 短歌 「林檎の樹、 …」 （ 『覚めたる歌』 明治四三年三月）
　「林檎の樹、日のしたゝりの果となりて甘き色あり寒き香を吐く」　「林檎」の実を「日」の滴と捉える。語り手は、 「林檎」の赤色に甘やかな感覚を受け、爽やかな香りに寒さに通じるものを感受する。
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ともりあがる淡雪りんご、／舌のとけるやうにあまくねばねばとして／嫉妬のたのしい心持にも似た淡雪りんご、／まつしろい皿のうへに、／うつくしくもられて泡をふき、／香水のしみこんだ銀のフオークのささるのを待つ ゐる。／とびらをたたく風のおと しめやかな晩、／さみしい秋の／林檎料理のなつかしさよ。 」　「淡雪りんご」という語の「淡雪」に着目すると、白さが浮かび上がる。そして、その「淡雪りんご」は「ふうはりともりあが」っていて、 「ネル き につつまれた女のはだ」に通じる点 あるとされている。 共通点を探ると、白いということ、柔らかいということ しめやかであるこだと考えられる。このように、 「りんご」は女性 身体の白さ、柔らかさ、しめやかさの表象であると考えられる。また、 「淡雪りんご」は深刻な「嫉妬」心ではなく、 たのしい心持」のする「嫉妬」心とのに類似性 指摘され いる。その具体的な様相として「舌の けるやうにあまくねばねばとして」いることが挙げ れて る。その「淡雪りんご」の感触について、 「淡雪りんご」が女性の身体 イメージが重合わされて ることを視野に入れて考え と、 こ 「は、単なるリンゴそのものへの追究を超 て性愛 おけ 女性のイメージをも重ね合わせられていると考えられ 。
起する感覚に通じる。海水の水位が異常に高まりつつある時というのは、何らかの圧力を感じさせるからである。そして、それが極に達したときに海水の陸への浸入が発生するため、 「高潮の時」とは次の出来事 予測 一種の緊張の時だからである。この詩において「林檎」は何かが漲っていき、それが極限に達したとき、すなわち次の出来事への予感が最高潮に極まったときに落下する。これは、 「林檎」の形そのものに充実感 あることに基づくと考えられる。こ 詩では「林檎」は、未来への予告 いう役割を担ってい

　
三宅雪嶺
 評論「宇宙」 （明治四二年一月）
　「林檎の地に落つると同一の理法に因りて星の運行を看取せる位、到底此の宇宙を無意味に存在すとするに堪へず等か生命あるやう考へざらんと欲して得ざりしなり。 」　これは、いわゆる万有引力を発見した契機と言われる、
ニュートンの落下す 「林檎」のことを指す。
女性の身体

　
大手拓次
 詩「林檎料理」 （ 『詩と音楽』大正一一年一二月、 『藍
色の蟇』昭和一一年一二月）　「手にとつてみれば／ゆめのやうにきえうせる淡雪りんご、／ネルのきものにつつまれた女のはだ やうに／ふ はり
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人間の心の柔軟性を重ねたもの

　
尾上柴舟
 短歌「日を経たる…」 （ 『日記の淵より』大正二年
一月）　「日を経たる林檎の如き柔らかさ今日の心のこの柔かさ」　収穫後日数が経ってへたってしまった「林檎」を、 「今日」
の人間の内面の柔軟性に喩える。
落下するリンゴ

　
野口米次郎
 詩「林檎一つ落つ」 （ 『夏雲』明治三八年一二月）
　「 『今は高潮の時だ、何か起るであらう』と私は耳語する………あらゆる声は十分に漲りきつた正午の胸のなかへ消え、太陽は懶く、大地は黄金の空気で包まれ、蝶蝶は飛び去つた。樹木は自分の影をその袖のなかへ畳み込んで仕舞つた。／（中略）／林檎が一つポトンと地上へ落ちた。 」　詩中の「今」は「正午」である。その「正午」の静寂を「高
潮の時」に喩える。 「正午」は「十分に漲りきつた」とあるように、何らかの膨らみと満たされている感覚を感じさせる時である。さらに、 この、 林檎が地上に落ちる表象は、 ニュートンの落下（引力）を連想させる。この時、太陽も生物もその動きを止め、充実した空間だけとなる。そして その感覚は、 この後に何かが起こる予感を招来する。こうした「正午」が有する充実感とその果ての出来事の予感は 「高潮」 喚
　「だがまだ林檎は堅さうだ。／丁度お前の心のやうに。 （中略）／まだ情を知らないね。 」　恋愛経験がなく恋愛への憧憬をも抱いたことがないと思
われる、健気で男女関係において未熟な少女の心を「堅」い「林檎」に喩えている。
リンゴの重みに人間の悩みを重ねたもの

　
若山牧水
 短歌 「掌のうへの…」 （ 『死か芸術か』 大正元年九月）
　「掌のうへの林檎の重み、あるとなき朝のなやみに瞑ぢたる瞳」　「林檎の重み」によって、 「朝」 「瞳」を閉じながらあるかなきかが漸く感じとれる程のかすかな悩みの重さが触発されるとされている。
精神の浄化作用をもたらすもの

　
若山牧水
 短歌 「おとろへし…」 （ 『死か芸術か』 大正元年九月）
　「おとろへし生命の酸味のひややかに澄む朝なり 手にとる林檎」　生命力が衰えていく切なさが冷ややかにも透き通るよう
に思われ 朝と「林檎」に共通点を見ている。すなわち、 「林檎」 生命力の減退という苦さを透き通らせる、精神面における浄化作用を見出している。
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めた気怠い雰囲気のなか、夕日の赤色が淡く靄ににじむ。その視覚で捉えた様子を、腐った「林檎」の甘く饐えた匂いという嗅覚で捉え、喩えている。
恋愛のときめき

　
島崎藤村
 詩「初恋」 （ 『文学界』明治二九年一〇月、 『若菜集』
明治三〇年八月）　「やさしく白き手をのべて／林檎をわれにあたへしは／薄紅の秋の実に／人こひ初めしはじ なり」 （第二連）　関良一氏は、 「りんご畠の樹の下で、美しい少女がわたし
にりんごの実を与えてくれた。その時から、わたしは幼いながら恋を知りそめたのである、という詩
だ
21」と補注をつけて
いる。リンゴは、恋愛関係に 男女が相手に手渡すものとしてあ ため、恋愛をしている際の胸の き きを表象 るものと考えられ
る
22。

　
三木露風
 詩「林檎の樹かげに」 （ 『廃園』明治四二年九月）
　「林檎の樹陰に／われ、君を抱く。 」　「林檎の樹陰」は、恋人同士が抱擁する場所として選ばれている。

　
木下杢太郎
 詩「林檎屋の小娘」 （ 『スバル』明治四三年二月）
れ」　
雪の降る様子を林檎の甘酸っぱく爽やかな香りに喩えて
いる。

　
北原白秋
 詩 「銀座の雨」 （ 『東京景物詩及其他』 大正二年七月）
　「雨……雨……雨……／雨は銀座に新らしく／しみじみとふる、さくさくと、／かたい林檎の香のごとく、／舗石の上、雪の上。／（中略）／しみじとふる、さくさく 、雨は林檎の香のごとく。 」　雨が銀座の舗石に積もった雪の上に降る様子を、 「林檎」
の爽やかな りに喩えている。

　
北原白秋
 詩「濁江の空」 （ 『中央公論』明治四一年九月、 『邪
宗門』明治四二年三月）　「腐れたる林檎の如き日のにほひ／円らに、さあれ、光なく甘げに沈む／晩春 濁重たき靄 内、／ふと、カキ色の軽気球 だるけはひす。 」　河村政敏氏は、 「深い靄にほの赤く滲んだ日の光を、腐れ
た林檎の甘く饐えた匂いとして感じたも
の
20。 」と注をつけて
いる。これは、第二連で「濁江のねぶたき、あるは、やや赤き／にほひの空 いづこにか漏るる鉄の音。 」と述べている部分を踏まえると、首肯でき 指摘である。重く靄の立ち込
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
　
若山牧水
 短歌「見よあれ、 …」 （ 『死か芸術か』大正元年九月）
　「見よあれ、うれしげに手にも持つことか今朝の林檎のなどてや斯からむ」　通常は、 「林檎」は朝手にすると爽やかに一日を始められ
るような感じがして嬉しくなるものであるが、 「今朝の林檎」に限っては、そのような爽やかさを感受 きないと言う。

　
土岐哀果
 短歌「やがて、そと、…」 （ 『創作』明治四四年六月、
『黄昏に』明治四五年二月）　「やがて、そと、／青き林檎に歯をあてつ。／港を出でし、朝の汽車かな。 」　武川忠一氏は、 「 「青き林檎」 「港を出」た汽車と、 印象的に、
旅情を描きだした
歌
19。 」と注をつける。 「やがて」とあるよう
に、しばらくの間物思いに耽っていたことが推測され、その後、口に た「青 林檎」の爽やかさに刺激を受けたことが予想される。その き と旅先の朝のすがすがしさが響き合う。
リンゴの香り

　
北原白秋
 短歌「君かへす…」 （ 『朱欒』明治四五年七月、 『桐
の花』大正二年一月）　「君かへす朝の舗石さくさくと雪よ林檎の香のごとくふ
いものを傷つける痛々しさを詠む。
朝のすがすがしさを重ねたもの

　
若山牧水
 短歌 「たまたまに…」 （ 『死か芸術か』 大正元年九月）
　「たまたまに朝早く起き湯など浴び独り坐りてむく林檎かな」　「林檎」は普段の生活で口にする食べ物と捉えられているが、 「林檎」の爽やかさと朝のすがすがしい息吹が交響していると考えられる。

　
北原白秋
 詩「昨日と今日と」 （ 『邪宗門』明治四二年三月）
　「今朝ははや林檎吸ひつつ霧深き河岸路を辿る。 」　「林檎」をかじると甘酸っぱい果汁があふれ出る。その果汁が口中に広がる爽やかさと、朝の霧に覆われた河岸路のすがすがしさが響き合って 。

　
若山牧水
 短歌 「庭の冬樹の…」 （ 『死か芸術か』 大正元年九月）
　「庭の冬樹のはだえにあたる日のいろと、朝林檎をもとむるこころと」　庭に植えられている冬樹の冷たい樹皮に当たる日のあた
たかさと、朝に冷たくも爽やかな林檎を求め 気持ち を対比させている。
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
　
尾上柴舟
 短歌「何処へと…」 （ 『静夜』明治四〇年五月）
　「何処へととはむさましてこの日頃馴れし林檎の頬は小窓より」　「林檎」の赤さに着目し、人物の赤い頬を「林檎の頬」と喩えている。

　
土岐哀果
 短歌「林檎の皮の、 …」 （ 『黄昏に』明治四五年二月）
　「林檎の皮の、／饐ゑて赤きも哀し、／枕のそばの灰皿の中。 （一字下げ） 」　武川忠一氏は、 「 「饐ゑて」は、腐ってすっぱくなっている
ような感じを言
う
18。 」と注釈をつけている。 「林檎」は、その
「皮」に焦点化されている。 「林檎」の皮が枕元の灰皿に放置されたまま腐り、酸味のある刺激臭を発す ことによって、「皮」に赤色が残っているにしてももの悲しさが漂うと言う。ここでは、 「林檎」はその「皮」の様子を通じてもの悲しいものとして機能している。
果肉の色

　
若山牧水
 短歌「林檎の…」 （ 『死か芸術か』大正元年九月）
　「林檎の真白き肉にいとちひさきナイフをあてぬ、思ひは淋し」　「林檎」の果肉 「真白」さに着目し、その瑞々しく美し
「林檎」の鮮明な赤色が強調されている。

　
北原白秋
 詩「秋のをはり」 （ 『中央公論』明治四一年九月、 『邪
宗門』四二年三月）　「腐れたる林檎のいろに／なほ青きにほひちらぼひ、／水薬の汚みし卓に／瓦斯焜爐ほのかに燃ゆる。 」　河村政敏氏は、 「腐れた林檎のような色をしていながら、
まだ熟さない林檎のような青臭い薬の匂いを漂わせているの意で、 「卓」の形
容
17。 」と述べている。 「卓」の色、 「青臭い
薬の匂い」 の喩えとして 「腐れた林檎」 と 「まだ熟さな 林檎」が用いられている。

　
正岡子規選「竹の里人選歌」 （明治三七年五月）　「
　　
課題
　
牡丹
　
　　　
林檎食而の句を偲びて牡丹をよめる歌
　　
義
　
郎
妻琴の根岸の里に。常伏に病ひこやせる。歌日子の教の親が。枕づく床 めぐりに。眉引の横山 ごと。紅さす林檎積み上げ。もえのぼるほのほの如 さにづ ふ牡丹をかざり。 」　
根岸の里に病に伏せっている歌の師の床の周りに「林檎」
が山のように積み上げられている様子 詠まれている。そして、 その 「林檎」 の赤い色と積み上げられた形に炎を感じ取っている。
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武川忠一氏は、 「 「ゆふ月」 「林檎の花の陰」のほのかな甘
美な静かさ。そこをひとり歩まんとする、自己の安らかな静かな心そのものへの愛惜。第四―五句に、珍しく安らぐ心への思いをこめ
る
16。 」と注をつけている。武川氏が指摘するよ
うに、夕暮れ時月が出ているなか、 「林檎の花」の下をひとり静か 歩むという状況に甘美な浪漫性が窺える。
リンゴの林

　
小杉天外
 小説「はやり唄」 （明治三五年一月）
　「奥庭の広さは二千坪余もあるが、此処からは其の三ヶ一も見えぬ。 （中略）右手の方はと云ふと、 （中略）植物温室が、この椎の木から五六間離れて、直ぐ目の前に
ぴよツこり0
出て
居るので、其の後の茶畑も、葡萄棚も 林檎の林も、凄い池も蔭になツて見えぬのである。 」　「二千坪」を超える「奥庭」をもつ裕福な家庭が所有するものとして、 「林檎の林」が描かれている。
表皮の色

　
金子薫園
 短歌「北国の…」 （ 『覚めたる歌』明治四三年三月）
　「北国のうす濁りたる日の色の中に林檎のくれなゐ 濃き」　鮮明ではない「北国」の「日の色」と対置したことにより、
　　　　
林檎朱に榲桲黄なる秋の日を
　　 　　　　
岩木山下に君とかたらふ」
　
青森県津軽地方には「林檎園」が広がり、林檎栽培の盛ん
な様子を描いている。その他にも、津軽地方の人々が日常的によく「林檎」を食べていることや蘆花自身も滞在中に「林檎」を 食べたことなどが記される。
リンゴの花
⒅
　
金子薫園
 短歌「昼小雨…」 （ 『わがおもひ』明治四〇年三月）
　「昼小雨手帕おほひてほそ窓の林檎の花をいとほしむ君」　「君」と呼ばれる女性に愛されるものとして「林檎の花」がある。
⒆
　
土岐哀果
 短歌「戸をいでて、 …」 （ 『黄昏に』明治四五年二月）
　「戸をいでて、林檎の花を仰ぎけり。／ここにうつり住み、／三とせとはなりぬ。 」　転居をしてきて三年経過したことへの感慨を喚起し、受け
止めるものとして「林檎の花」の可憐な爽やかさがある。
⒇
　
土岐哀果
 短歌「ゆふ月の、…」 （ 『黄昏に』明治四五年二月）
　「ゆふ月の、林檎の花の蔭を、／ひとり歩まんとする／しづかなる心。 」
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⒃
　
北原白秋
 詩「ひらめき」 （ 『明星』明治三九年九月、 『邪宗門』
明治四二年三月）　「十月のとある夜の空。／北国の郊野の林檎／実は赤く梢にのこれ、／はや、里の果物採は／影絶えぬ、遠く灯つけて／ただ軋る耕作ぐるま。 」　北国の郊外における秋の夜の光景として「林檎」が赤い実
に焦点化されて描かれてい 。また、 「里の果物採」 が 「遠く」で「耕作ぐるま」を用いていることから この「林檎」は広い林檎畑の一部と考えられる。
⒄
　
徳富蘆花
 随想「みゝずのたはこと」 （大正二年三月）
　「津軽は今林檎王国の栄華時代である。弘前 城下町を通ると、ケラを被て目かご背負ふた津軽女も、草履はいて炭馬をひいた津軽男も、林檎喰ひ
く
歩いて居る。 （中略）奥深
い店は、林檎と、箱と 巨鋸屑と、荷造りする男女で一ぱであつた。 （中略）街道は断続榲桲の黄なる村、林檎の紅なる畑を過ぎて行く。 （中略）　
板柳村のＹ君は、林檎園の監督をする傍、新派の歌をよみ
文芸を好む人 る。一二度粕谷の茅 にも音づれた。 （中略）十五町歩の林檎園に、撰屑の林檎の可惜転がるのを見た。種々の林檎を味はふた。 （中略）余はタアナア水彩画帖をＹ君に贈り、其フライリーフに左の出たらめを書きつけた。
　「林檎」はその木の下方に生えている葉に焦点化され、夜小さな狐が獲物を狙う際に身を潜める場所として機能している。
リンゴ畑
⒁
　
佐佐木信綱
 短歌「わが園の…」 （ 『思草』明治三六年一〇月）
　「わが園のうらの麦畑林檎畑わが春秋 安くもあるかな」　語り手は、自分の所有する土地につくった「麦畑」と「林
檎畑」を眺めている最中に、これまで過ごしてきた自らの歳月を振り返り、心穏やかなものであったと感じている。ということは、 「林檎畑」自体にのどかさを喚起する要素があったと考えられる。
⒂
　
木下尚江
 小説「良人の自白」上編（明治三七年一二月）
　「昔時の城の石碟は尚ほ彼処此処に残つて居るけれども、櫓や砦や皆な壊されて影も留めない、宮殿楼閣の址は林檎畠や麦畑と変つて、 」　「昔時の城の石碟」がまだあちらこちらに残っているのに対して、 「宮殿楼閣の址は林檎畠や麦畑と変つて」しまっているとある。 林檎」は「林檎畠」として表 て 、時の経過を表す一風景として機能している。
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きたものと考えられる。
⑾
　
若山牧水
 短歌「港の岸…」 （ 『死か芸術か』大正元年九月）
　「港の岸ちいさき旗亭、船を見て林檎噛み居れば煤煙落ちきたる」　「旗亭」とは料理屋、旅籠屋、酒場などを意味する。ゆえに店で出され 洒落た食べものとしての「林檎」が描かれている。
日常の食べもの
⑿
　
河東碧梧桐
 俳句「林檎をつまみ…」 （ 『海紅』大正七年三月）
　「林檎をつまみ云ひ尽してもくりかへさねばならぬ」　北川漸氏は、 「 「林檎」ははじめ夏の季題であったが、秋に
改められた。この句は一月の作で、季題を超越してい
る
15」と
注釈をつけている。 「林檎」はその特色に焦点化されることはなく、一景物として日常にとけ込んでいる。
リンゴの木の下葉
⒀
　
薄田泣菫
 詩「絶句」のうち「小狐」 （ 『ゆく春』明治三四年
一〇月）　「小狐春の夜鳩をぬすむ。／（中略）／夜ふけて林檎の下葉がくれ、／
守も
る身も忘れて夢に入れば、 」
選び方、人の好み、味などをめぐって述べられている。また、明治三四年という時期からして、 「林檎」は高級品であったと考えられる。
⑼
　
正岡子規
 日記「仰臥漫録」 （大正七年九月）
　「九月十日
　（中略）
　
夕飯
　
イモ粥三碗
　
オコゼ豆腐ノ湯
アゲ
　
オコゼ膾
　
キャベツヒタシ物
　
梨二切
　
林檎一ツ」
　
子規の普段の食事として「林檎」が食べられている。しか
し、 「仰臥漫録」が明治三四年九月二日
〜
一〇月一三日まで
の日記であり、その間に普段の食事として「林檎」を食べたこと 記載が一回だけであること 、明治三四年という時期を考えると、 「林檎」はまだ高級品であったと考えられる。 
⑽
　
岩野泡鳴
 小説「放浪」 （明治四三年七月）
　「友人は子供ふたりをつれ、十三四丁も南に当る公園の林檎畑へ林檎を買ひに行つて、留守だと云ふ を幸ひ、先づその細君に向つて、義雄は暫く厄介になることを告げた。 」　樺太でのカニの缶詰事業に失敗し、札幌の友人の家に転が
り込む田村義雄。その友人は、 「ただ某女学校の国語漢文教師であつて、僅かの俸給によつて、夫婦に子供ふたりの生計を立てて行く人」とある。そのことと 生産者に直接買いに行くことからすると この生産者から ある程度安く購入で
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多数登場している。
高級品
⑻
　
正岡子規「くだもの」 （ 『ホトトギス』明治三四年三、 四月）　「○くだものと色
　（中略）普通のくだものゝ皮は赤なら赤
黄なら黄と一色であるが、林檎に至つては一個の果物の内に濃紅や淡紅や樺や黄や緑や種々な色があ 、色彩 美を極めて居る。 （中略）林檎に至つては美 い皮一枚の下は真白の肉の色である。 」　「○くだものゝ旨き部分
　（中略）林檎は心までも食ふ事が
出来るけれど、心には殆ど甘味がない。 」　「○くだものゝ鑑定
　（中略）林檎のやうに種類の多いもの
は皮の色を見て味を判定す ことが出来ぬが、唯緑色の交つてゐる林檎は酸いといふ事だけはたしかだ。 」　「○くだものゝの嗜好
　（中略）桃が上品でいゝといふ人も
あれば、林檎ほど旨いものはないといふ人もある。 」　「○くだものと余
　（中略）之に反して林檎の様な酸味の少
い汁の少いものは、始め食ふ時は非常に旨くても、二三日も続けてくふとすぐに厭きが来る。柿 甘いのと 汁はないけれど林檎のやう 乾いて居らぬので、厭かずに食へる。 」　
食べものとしての「林檎」について、 皮の色、 果肉の色、 芯、
てなしのための「形よく／色美しき」食べものとして扱われてい
る
13。
見舞い品
⑹
　
服部撫松
 小説「稚児桜」 （明治二〇年六月）
　「紫縮緬の袱布に包みしものを披きて京橋鍋町の風月堂にて製したる西洋調味の珍菓に滋養となるべき極上等の舶来葡萄酒三壜と外に亜米利加産の最と大い 林檎を入れたる竹籃とを取り出させて前に置き」　これは、貴族である花岡馨の令嬢美知が「侍婢らしき女」
を伴って、同級生である直江清蔵の貧家を訪ねる場面である。清蔵の父親清八は病気療養中であり、そ 病人への見舞い品として持参したのがアメリカ産の大きな「林檎」である。これは当時としては高価なものであったと考えられる。
⑺
　
正岡子規
 日記「仰臥漫録」 （大正七年九月）
　「十月十
日
14　（中略）
　
夜碧梧桐来ル林檎葡萄一籃ヲモタラ
ス余曾テ林檎ノ名ヲ知リタシトイヘルニヨリ名ヲ聞キ来レリト直ニリンゴノ上ニ名ヲ記シ置カシム　
満紅（最ウマキ者也ト）大和錦
　
吾妻錦
　
松井（最大ナル者）岡本
　
紅シボリ
　
ホウラン（黄） 」
　
ここでは、病人への見舞い品として種類の違う「林檎」が
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　「母君の手づからむきて賜ひたる林檎の味はすずしかりけり」　語り手は、 「林檎」の味の爽やかさに感じ入っているが、
母が自ら皮をむいて与えてくれた「林檎」だからこそと認識している。それゆえ、 「林檎」の涼やかな味わいに母の子に対する愛情を看取していると考 られる。
⑷
　
河井醉茗
 詩「林檎」 （ 『玉虫』明治三九年五月）
　「愛の裳裾にまつはりて／林檎！と叫ぶ弟を／止むる姉も九つの／眼は木の実にぞ注ぎたる／（中略）／草の実木の実育てたる／母が授けし味ひを／甘しと吸ふや幼子の 頬に嬉しさの溢れたる」　「林檎」は、幼子たちに好まれる食べものであり、幼子たちに「嬉しさ」をもたらす食べものである。そして、 「林檎」は母から幼子たちへ渡される味覚と て機能しており、そこには母から幼子たちへの愛情が込められている。
客人へのもてなし
⑸
　
河井醉茗
 詩「林檎を植うる歌」 （ 『塔影』明治三八年六月）
　「里司どるよき家に／まれ人招くともし火の／卓、堆うつまれたる／木の実に映えて形よく／色美くしきは何の実ぞ」　「林檎」は「里司どるよき家」で用意された、客人へのも
の洞察力が際立っていると言うことができる。　
それでは、以下に各用例の引用と分析を示すこととす
る
11。
商品価値
⑴
　
北村透谷
 評論「人生に相渉るとは何の謂ぞ」 （ 『文学界』明
治二六年二月）　「他の一人は又た曰く
甘藷は市場に出ての相場極めて廉な99
り9
、
亜米利加種の林檎を植ゆるに如かずと7
。 」
　
透谷は、 「
亜米利加種の林檎7
」の商品価値が「
甘藷9
」に勝
ることに言及している。
死の直前に食べたいもの
⑵
　
正岡子規
 俳句「林檎くふて…」 （ 『ホトトギス』明治三一年
五月）　「林檎くふて牡丹の前に死なん哉」　松井利彦氏は、 「果物好き、蕪村への傾倒を通しての牡丹
の関心を通して、感慨を率直に示し
た
12」と注釈をつけている。
ここでは、 「林檎」は、語り手にとって死の前に食べたいと思うほど思い入れのある好物として機能し いる。
母の愛情を感じさせるもの
⑶
　
服部躬治
 短歌「母君の…」 （ 『迦具土』明治三四年七月）
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リンゴの花などの果実以外の要素を提示する場合も、あるいはリンゴの果汁や皮などの果実の一部 その記号表現に対する記号内容は、概ね、日常性の範疇で想像しやすいもとなっていると捉えることができる。その中で注目されるのは、次の四種である。それは、雪の降る様子や雨の降る様子をリンゴの香りの爽やかさに喩えたもの、夕日が靄に淡く滲んだ 饐えたリンゴ 甘い匂い 精神 浄化作用をもたらものとしてリンゴを捉えたもの、充実感 あるリンゴ 形に「高潮」と「正午」という時との共通性を看取したも のことである。これらは、いずれも、記号表現と記号内容の繋がり方に日常性を超える点がある 考えられるから 各用例に対する分析の詳細は後述する 、 北原白秋の短歌 「君かへす…」 北原白秋 詩 「銀座の雨」では、 雪や雨 降る様子、 北原白秋 詩「濁江の空」では、夕日が靄に滲む様子、という通常は視覚や触覚で捉えるものに、リンゴの香り、饐えたリンゴの甘 匂いという嗅覚に訴えるものをあてがう意外性 着目される。そこに語り手の突出した感性が確認される。若山牧水の短歌「おとろへし…」においては、語り手の自身の生命に対する透徹した眼差し 切り返しの感性が リンゴへの認識を深化させてい 。野口米次郎の詩 「林檎一つ落つ」 では、 「高潮」という時間の視覚化 現象と「正午」に至るまで 目には見えない時間の性質、そして、リンゴの形と落下、という三者に相同性を見出している。この位相の異なる三者に共通性を指摘する
９
　
女性性を感じさせるもの
　　　
女性の身体
　

　　
女性への強迫観念
　

10　
リンゴの実に太陽を重ねたもの
　

11　
さびしい
　

12　
異国情緒を感じさせるもの
　

13　
華やぎを感じさせるもの
　

14　
青春性を感じさせるもの
　

15　
性的欲求の高まりを伴う恋愛における情熱
　

16　
射ぬかれるリンゴ
　

　
以上のように大まかに分類すると、約一六種類のリンゴ表象を確
認することができる。そのうち、最も頻出する表象は、やはり食べものとしてのリンゴであり、次に多いのが植物としてのリンゴである。リンゴという果実の全的姿を提示する場合も、リンゴ 樹木
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リンゴ畑
　
⒁⒂⒃⒄
　　
リンゴの花
　
⒅⒆⒇
　　
リンゴの林
　

３
　
リンゴの色
　　　
表皮の色
　

　　
果肉の色
　

４
　
朝のすがすがしさを重ねたもの
　

５
　
リンゴの香り
　

６
　
恋愛のときめき
 
７
　
人間の感情・精神に働 かけるもの
　　　
リンゴの重みに人間の悩みを重ねたもの
　

　　
精神の浄化作用をもたらすもの
　

　　
人間の心 柔軟性を重ね も
　

８
　
落下するリンゴ
　

介「葱」に至ってリンゴは日常品として表象されているという指摘があ
る８
。こうした指摘を踏まえると、詩「りんご」は、既に人々の
日常生活にリンゴが浸透した後のリンゴを描いていると捉えることができ
る９
。
　
それでは、大正一三年頃までの文学作品におけるリンゴ表象につ
いて、管見に入ったもののうち五一作品五二例のリンゴ表象のあり方を考察す
る
10。リンゴに何を見出しているか、リンゴのどこに焦点
化しているか の二点に基づいて結果を次のように分類し、それぞれの用例についての分析を提示することとする。項目の下の括弧つきの数字は以下の用例に相当する。１
　
食べものとしてのリンゴ
商品価値
　
⑴
死の直前に食べたいもの
　
⑵
母の愛情を感じさせるもの
　
⑶⑷
客人へ もてなし
　
⑸
見舞い品
　
⑹⑺
高級品
　
⑻⑼⑽⑾
日常の食べもの
　
⑿
２
　
植物としてのリンゴ
　　　
リンゴの木の下葉
　
⒀
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を埋めることを試みる必要がある。　　　
三
　
先行作品におけるリンゴ表象
　
この詩「りんご」の初出は、大正一三年五月である。その頃まで
の文学作品においてリンゴ表象はどのようなものであったか。それを追究する前に、大正一三年頃までの日本におけるリンゴについて概要 確認しておく。　
大正一三年当時におけるリンゴとは、西洋種であるセイヨウリン
ゴを指す。西洋種が日本で栽培されるようになったのは、文久年間に福井藩主である松平春嶽がアメリカ種を江戸巣鴨別邸に植えたのが始まりと言われている。しかし 本格的な導入は、明治四年に政府 命を受けた細川潤次郎がアメリカから苗を輸入したことに由来す
る５
。その後、勧業寮や北海道開拓使などによって寒冷地にお
ける栽培が進
み６
、果実が大きくて味のよいセイヨウリンゴは、そも
そも日本で栽培されていた中国渡来のジリンゴ（ワリンゴ）系統の品種を圧倒し、単にリンゴといえば、セイヨウリンゴを意味するようになった。リンゴの生産 軌道に乗ったのは明治二〇年代以降であり、明治三〇年代前半頃 は東京で林檎を食べることが流行 たと言われ
る７
。そして、文学作品においてリンゴの痕跡を追うと、夏
目漱石「三四郎」 （明治四一年）で 高級品、夏目漱石「 暗」 大正五年）においても贈答品であり 大正八年に発表された芥川龍之
との繋がり方は、 〈空白〉となっているため、解釈を一つに絞ることはできず、二種類考えられる。 「両手」を広げるという動作主体と「林檎」 様子に相同性を見出して両者の接近を捉えるか、 「両手」を広げる動作主体と「林檎」の様子を対比した結果、異質性を見出して両者の乖離を捉えるか、 どちらかである。そして、五六行目の内容 分析すると、 「林檎が一つ」という状況に、充実感または寂しさという性質 異なる二つの要素 読み取ることができ、 「日あたりにころがつてゐる」という状況には、 「日あたり」が前景化され 場合は包み込まれるよう あたたかみが浮かび上がる。しかし その後続が「 であ ため、横向きに倒れたまま放置されている状況が描出され、そこには寂しさがつきまとう。ゆえに、この五、 六行目は日あたり リンゴが一つ横倒しに置かれている様子に 包み込まれるようなあたたかみ 感受するか、放 さ 寂しさを感受するか、のどちらか 考えられる。　
以上の分析を通じて、基本的には難波氏の見解を踏まえつつも、
それとは異なる点として一〜四行目 両手」を広げる動作主体五、 六行目の「林檎」の様子との関係性について対比 よ 異 性という観点による捉え方が可能であり、 つ必要で こ 定位されて ると思われ 。他 、これまで 分析では言及しなかったが、そもそもこの詩 おけるリンゴそのもの 表象のあり方も〈空白〉となっている。この点について、詩「りんご」の外に出てリンゴのもつ文化的位相の調査をすること よって、 可能な限り〈空白〉
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釈に導入するところまでを扱うことにする。残りの、暮鳥の詩作品におけるリンゴ表象の調査・分析とその分析結果を詩「りんご」に導入して解釈を試み ことは、次稿で発表する予定である。　　　
二
　
詩「りんご」の分析
　
先述した内容と重複する点もあるが、改めて詩「りんご」の解釈
を試みる。 「両手」を「ひろげ」る主体は、 「この気持」の所有者本人、すなわち詩の主人公にして語り手であるか、それ以外の他者どちらかであ
る４
。ここは、 〈空白〉に該当する部分であり、具体的
な絞り込みを拒んでいる箇所である。ただし、 「どんなに／大きく大きく／ひろげても」と う表現からは、この主体に うにかして「この気持」を抱えようとする意思があることを感受できる。その意思と対応するのが「かかへきれない」という言い回 である。抱えようとする主体の意思を超えていく程「この気持」の容量の大きいことが強調される仕組みである。ただし、 内実は、具体的には絞り込めないという意味において〈空白〉に当たる め、大まかに、プラスの気持ちとマイナスの気持ちの二種類が想定されるということに留める。この一〜四行目までは、 主体がを抱えようと格闘する姿が表出されている。それ 対し 、五、 六行目は「林檎が一つ／日あたりに ろがつてゐる」というリンゴ置かれた状況が描出されてい 。こ 一
〜
四行目までと五、 六行目
もこの詩における〈空白〉になっていると考えられる。さらに言えば、 「ひろげ」の主体は私か私以外の他者か、 「この気持」はプラスの気持ちかマイナスの気持ちか、 「ころがつてゐる」 「林檎」はあたたかみが感じられるか寂しさが感じられるか、 「この気持」以前と以後の繋がり方は相同性による接近か対比による異質性 というように、大まかに二者択一として捉えられるの 対し 、リンゴそのもののイメージは二者択一では済まない。つまり、リンゴそのもののイメージは こ 詩 「りんご」 が有す 〈空白〉 の中で最大 〈空白〉だと言うことができる。そのため、第一に詩「りんご」の分析をし、第二に詩「りんご」に先行する文学作品におけるリンゴ表象のあり方を可能な限り調査し、第三 作 暮鳥の詩表象 調査する。そして 二 ・ 第三の調査 ・ 分析結果からこの詩「りんご」に導入できるリンゴ表象のあり方を選択 取り入れることにより、詩「りんご」 解釈の可能性の幅を広げると同時に解釈の確定性に向けても前進 ことができる ではないかと考える。なぜ、作者山村暮鳥の詩作品におけるリンゴ表象だけではなく、作者にとらわれずに詩「りんご」の先行作品におけるリンゴ表象を調査対象とするのか、というと、文学作品を構成してい言葉には、それまでの歴史文化が作者の意識を超えて反映 いる可能性が考えられるからであ 。　
本稿では、紙幅の都合により、詩「りんご」の分析と先行作品に
おけるリンゴ表象の調査・分析、その分析結果を 解
461
と以後のつながり方の四つを「多様性の発現点」と判断したことに基づいている。難波氏の分析は、シンタグマティック構造とパラディグマティック構造の分析を通じて いうべき〈空白〉に当たる箇所を析出し、その後、その〈空白〉部分についての「可能な解釈」を考え、最後に「全体の可能な解釈」を作り上げるという手法である。これは 「りんご」という詩を構成している言葉を一様に捉えず、直接表れている詩中の語 もしくは詩中の語と語の関連性という目には見えない繋がり方を根拠として意味内容を確定しうる箇所と、そもそも詩中にお て根拠を っ味内容を確定しえない箇所 二様に分けた上で詩の解釈を試みているため、信頼性に優れていると判断する。しかし、難波氏は この気持」以前と以後の繋がり方について「接続語がなく読み手の推論に任されてい
る３
」としながらも、 「この気持」以後に書かれて
いる「林檎」の様子は 「この気持」 表すもの、象徴風景という一方向で捉えてしまっ る。具体を挙 れば、 「日の光がりんごを包むようにわたしの喜びの気持ち 」 （Ａ＋）を包むようにわたしの悲 い気持ち 」 （Ａ－） 、 「まるで私の気持ちは、日あたりのりんご ように」 （Ｂ＋） 、 「ま で私の気持ち 、日あたりにあるりんごのようだ （Ｂ－）である。　
本稿では、この「林檎」と「この気持」の繋がり方に関して、対
比による異質性という新たな視点を提示することとする。また、 「ころがつてゐ 」 「林檎」だけではなく、リンゴそのもののイメージ
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た点を踏まえた上で明晰な分析をしているのが、難波博孝氏である。詩「りんご」の解釈について難波氏は次 ように述べてい
る２
。
　
パラディグマティック構造とシンタグマティック構造の分
析とを合わせると次のようになる。Ａ＋：私以外の誰かが、日の光がりんごを包むようにわたしの
喜びの気持ちを抱えようとするが、その喜びは大きすぎて抱えきれない。
Ａ－：私以外の誰かが、日の光がりんごを包むようにわたしの
悲しい気持ちを抱えようとするが、その悲しみは大きすぎて抱えきれない。
Ｂ＋：私が、私の喜びの気持ちを自分で抱えようとするけれど
大きすぎて抱えきれない。まるで私の気持ちは、日あたりのりんごのように光り輝く
Ｂ－：私が、私の悲しみの気持ちを自分で抱えようとするけれ
ど大きすぎて抱えきれない。まるで私の気持ちは、日あたりにあるりんごのようだ。
　
先にＢ－の解釈は成立しないかとも考えたが、パラディグマ
ティック構造の分析で見たように、日あたり りんごにも暗いイメージを読み取る可能性があるので この四つ 解釈 可能性はやはり残る。
　
この四種の解釈は、難波氏が「ひろげ」の主語、 「この気持」の
意味内容、 「ころがつてゐる」 「林檎」の捉え方、 「この気持」以前
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日あたりにころがつてゐる
　
この詩「りんご」は、全体的に短く用語が平易でひらがな表記が
多いためか、これまで小学校や中学校における文学教材として国語教科書に掲載されてきた。その一方で、解釈をす のが難解な詩と考えられる。その難解さの要因は、詩に〈空白〉が多く、語義を一つに絞れないことにあると考える 一例を挙げると、 詩中 言葉 「気持」 については、 「言葉 （概念） ひとつで言い表せるものではない （中略）それが複雑であ ばこ 、 「林檎」という象徴表現が必要になるのであ
る１
」という指摘がなされている。 「林檎」を「気持」の象
徴と見なすことについては後述することとして、記号表現 対する記号内容の多様性が取り上げ て と言える。つまり この詩は、解釈の多様性を生み出す仕組みを内包しているのである。　
それでは、どんな解釈でも〈正解〉として認められるのか、とい
うと、そうではない。あくまでも、詩を構成している言葉が読者に指示してくるものに従うことが求められる。授業者は、まず 教材研究をする段階で、詩 おけ 〈空白〉というべき箇所と 〈空白〉ではない箇所を見極めておく必要が る。 して、 〈空白〉 ついてはそもそも意味内容を確定できない箇所であるため、読者が解釈を成り立たせる要素を詩の外側から自分で選ん 持ち込むことが許されている。一方、 〈空白〉 はない箇所については、詩中において論拠 とったうえで解釈 構築することが求められる。こうし
山村暮鳥詩「りんご」の教材研究⑴
原
　　　
貴
　
子
　　　
一
　
問題のありか
　
山村暮鳥の詩「りんご」は、 『詩と人生』第四巻第五号（大正
一三年五月）に「ある時」と題して掲載された。その直後に、 『層雲』第一四巻第一、 二合併号（大正一三年六月）に「林檎」と題して収載され、 そして 詩集『雲』 （大正一四年一月、 イデア書院） は「りんご」 という題で収録された。詩 「りんご」 は以下のような である。　　　　　
りんご
両手をどんなに大きく大きくひろげてもかかへきれないこの気持林檎が一つ
